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【「風景はﾃﾞｻﾞｲﾝできるか」に結論？】 
2011年最初の作品にふさわしい

いい本であった。柳田國男、柳宗

悦、宮本常一らと同様に、日本の

姿をしっかりと考察した一人保田

興重朗（やすだよじゅうろう）の

紹介を兼ねて、彼なりに解説した

もの。安田のことは全く知らなか

ったが、彼は、日本の美しさ、素

晴らしさを、水田耕作による農に

あると見る。そして、当然、日本

がその基本とすべき風景、日本が

誇るべき風景は水田風景を唯一の

ものとする。また、人間の最も幸

せな生き方を、水田耕作による農

業を営むことと見る。日本は、そ

のような水田耕作が可能な、つま

りは水と気候と土に恵まれた場所

であるこの国を、そして、その水

田耕作のシステムがもたらす社会

そのものが、唯一、争いごとのな

い平和な世界の実現できる場所と

して位置付けている。その流れの

なかで生じることに、神の、ある

いは自然に対する考え方の経験

的・派生的なことにも触れている。

よく言われるように、日本は無宗

教であるが、無信仰ではないと。

日本に生まれた八百万の神々は、

宗教の対象ではなく、信仰の対象

となっている。この宗教と信仰の

違いについては、キリストやイス

ラムのような一神教は、原則とし

て神との契約により結ばれており、

契約を破ることが罰として、つま

りは天罰として下るというもので、

このような形態を宗教として考え

ている。一方の信仰とは、自然そ

のものの存在はもとより、あらゆ

るものに神が宿るというほど、神

様はいろいろなところに存在し、

ている。この多神教の世界は、民

衆の行動に関する規定の原理も、

宗教ではなく信仰によってなされ、

信仰心が基本となって社会が成り

立ってきたと解釈する。この信仰

と宗教の違いは、その生きていく

ことの縛りを神への畏れとするか、

神との契約とするかの違いで、こ

の違いそのものが、すべての人間

の生業や生活にかかってくる。つ

まり、西洋の神との契約というも

の、神から一方的に押し付けられ

たこの契約は、どうみても自然と

人間との契約になっているようで

はなく、ある特定の社会の人間に

とって都合のいい、あるいは、そ

の特定の社会をまとめていくため

に必要な契約のような気がする。

そのためか、あるいは契約という

行為の持つ一般的なことなのか、

あらゆる事例に対して対応するた

めには、とてつもなく複雑になり、

また、契約そのものの解釈の仕方

で、判断が変わる。そのため、宗

教戦争なるものが起きる。一方、

日本の多神教の根本は、神への、

つまりは自然への畏れということ

であり、自然がなすふるまいには、

人間の意識や判断が入り込む余地

はなく、おそれおののき従うこと

が基本であるが、自然がなすふる

まいのおかげで、おいしいご飯

（米）が食べられることに対する

感謝の気持ちも当然大きなもので

ある。そのため、できるだけ自然

が暴れるときは、それをなだめる

ように自然と対峙し、また、豊作

となった時は感謝の念を表す。こ

のように、自然を畏れうやまうこ

とで、人間としての敬虔な立場が

より単純化され、つまりは、問題

を複雑にすることなく、かつ、す

べての事象を感謝となだめ、そし

て祟りという恐れというもので包

括的される世界を構築する。この

ような考えのもとに構築された日

本の世界は、民衆が、それこそ陳

腐ないい方にはなるが、自然と美

しい関係で共生して生きる姿を醸

し出してきたということになる。

これが、近代化という西洋の、狩

猟社会の考え方、悪く言えば、略

奪型社会の考えが入ってきて、農

の美しさより、工の華やかさに魅

かれ、日本本来の美しさを失いつ

つあるというメッセージである。 
かつての親は、子供たちに、美

しくない行為のことを、「みっとも

ない」と叱っていた。この「みっ

ともない」あるいは「だらしない」

とは、表面的には、世間体という

他者の目を気にする表現なのかも

しれないが、効率や効果というも

のを最優先させるのではなく、あ

る空間への納まり方というものを

表現しているのとも考えられ、そ

の意味では、美しさとは、その「み

っともない」の反対語である「き

ちんとしている」ということかも

しれない。そして、連想ゲーム的

ではあるが、「きちんとした風景」

というのは、やはり、水田風景を
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想像する。もちろん、きちんとし

た街並みというものは考えること

ができるが、そこに先ほどから話

えいる信仰心の深さを表すことに

かけては、水田風景の比ではない

だろう。 
日本という国を神聖化すること

は当然に危険ではあるが、この日

本の置かれた環境というものは、

非常にすばらしいというか、やは

り、人間が美しく生活するための

空間、場所ということを考えると、

特殊な位置にあると思わざるを得

ない。10 月の生物多様性の講習会
でも話があった世界における生物

多様性の重要なポイント「ホット

スポット」に日本全体が指定され

ているということも、そのことを

示している。 
さてさて、だらだらとどうでも

いい宗教観的な話を続けてきたが、

ここで再整理をすると、日本の風

景を考えるための基本原則は、西

洋の景観デザインに見るような一

点豪華主義のような発想でなく、

場への敬虔な信仰が前提となった

健全な生業から生まれてくる風景

ということではないだろうか。日

本のデザインは引き算のデザイン

であるという話は依然したと思う

が、引き算するということは、人

間と自然のかかわりが、よけいな

もの雑草処理であったり、間伐で

あったりすることで維持されてお

り、放置しない、ほったらかさな

いということで、つまりは、「きち

んとする」ということである。 
日本という国にもたらされてい

る豊かな自然、繊細な自然という

ものを大切にし、そのうえで、最

もその価値を活かした生き方をす

ることが、日本の風景をより美し

くすることになるのではないかと

いうことである。 
こう考えると、以前紹介した、

柳宗悦の民芸の美の話に戻ってし

まうようである。意図してデザイ

ンしたものの美しさは、どうして

も欲のようなものが写し込まされ

てくることとなり本当の美しさに

はなりえず、そうではなく、自然

と美しい関係で共生している農の

世界からこそ、美しい風景が生ま

れてくる。そこには、ダメなデザ

インあるいは洗練されたデザイン

という範疇を超えたより本質的な

美しさ、これも以前書いたが、風

景の健康美というものが、美しい

風景を創り出すことができるので

はないかと改めて感じる。 
こんなことを書いていると、そ

れではおまえは今の仕事を放り出

して農業でもやるつもりかといわ

れるであろうが、悲しいかなそう

は思わない。いや、思えない。そ

れは、今自分の周りにもたらされ

ている多くの価値を捨て去ること

にもなるだろうから。 
しかし、日本の風景の原点が、

あるいは、帰着すべき風景が、農

の風景にあることはまちがいない

のではないだろうか。 
そろそろ、このシリーズも一つ

の結論を出すべきループに入って

来たようである。最初に問題提起

した「風景はデザインできるか」

ということに対しては、やはり、

日本の風土に基づいた健全な信仰

と、それに基づく営みがなされな

い限り、風景そのものは美しくな

りえなく、単体の工業デザインの

ように、風景そのものをデザイン

することはできない。空間のデザ

インは、それが限定的な空間であ

る場合には、美しさを見出すこと

ができるかもしれないが、その領

域を開放した風景という枠の中で

は、日本人のあるべき、あるいは

納まるべき生業そのものが風景の

中の存在にならない限りは、風景

の健全化はなしえない。特に、今

のように、風景から隔離された、

あるいは風景を無視した生業で生

きている限りは。 
それが、本当に、農を中心とし

た世界に戻らなければいけないの

か、あるいは、水田耕作の歴史の

中で培われた自然への信仰という

ものを別の形、形態、システムで、

風景の中で生きていくという関係

の社会を作り上げることができな

いものかはよくわからない。保田

は、農の社会に戻るしかないとい

ってるようであるが。 
少なくとも今の時点では、農の

時代に戻るということはあり得な

いと考えられるため、それではど

うするかが、風景デザインのため

の出発点になるのではないか。結

局、出発点に戻ってきてしまった。 
次回は、第４０号ということに

なるが、ここいらへんが一つの区

切りのような気がする。 
（お知らせ） 

次々回(41 号以降)は、岡村さん
のフォトメッセージ１００号記念

に便乗させてもらい、なにか、コ

ラボ的な企画としたいと思います。

岡村さんよろしくお願いしま

す！！！【続く？】 


